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（１）会社名及び代表者名

会社名 ：株式会社 東北エコークリーン

代表者 ：代表取締役 大田 成幸

（２）所在地

〒963-3314 福島県田村郡小野町大字塩庭字熊田３８番地

（３）環境管理責任者及び連絡先担当者

環境管理責任者 : 取 締 役 栗原 大輔

連絡先担当者 ：環境管理事務局 並木 恵美子

連絡先電話番号：0247-72-6657／ FAX：0247-72-6658

E-mail ：namiki9704@dinsgr.co.jp

ホームページ : http//www.dinsgr.co.jp/

（４）事業内容

■産業廃棄物処分業（管理型最終処分場）

（５）事業の規模

①創 立 ：平成21年9月8日

②資本金 ：１億円

③従業員数：６名

④廃棄物埋立処分の実績

（６）資格・認許可

◆産業廃棄物処分業 福島県：【許可番号：第00730163306】

◆特別管理産業廃棄物処分業許可証 福島県：【許可番号：第00780163306】

◆産業廃棄物収集運搬業 福島県：【許可番号：第00702163306】

◆特別管理産業廃棄物収集運搬業 福島県：【許可番号：第00752163306】

（７）対象範囲

対象範囲は、全組織・全活動を認証登録の対象にしている。
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2022年度搬入量 2022年度売上高

13,800㎥ 629百万円

１.会社概要



2

２.沿革

H21. 9. 8 （株）東北エコークリーン創設 譲渡

H26.10. 9 産業廃棄物処理施設変更許可申請書提出・受理

H29. 5.31 産業廃棄物処理施設変更許可取得

H30.12.25  大栄環境グループ参入

R2.1.14 管理型最終処分場造成工事 着工

R４.1.31 管理型最終処分場造成工事 完了

R.4.3.11 産業廃棄物処理業の事業範囲変更許可申請書

特別管理産業廃棄物処分業許可申請書提出・受理

R4.3.30 産業廃棄物14品目特別管理産業廃棄物１品目の15品目許可

取得

R.4.4.9 管理型最終処分場 竣工

R４.6.20 産業廃棄物収集運搬業許可取得

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可取得

R４.5.12 産業廃棄物収集運搬業許可申請書提出・受理

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可申請書提出・受理

H2. 8. 2 （株）丸五産業（もやし工場）の自社用の管理型最終処分場とし

て設置許可／ 廃プラスチック類・動植物性残さの2品目 許可取得



３.対象組織図

3



４.エコアクション21実施体制の構築・役割分担表
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５.管理型最終処分場の概要

項目 内容

■営業時間 午前8：00～午後5：00 （日曜・祝日を除く）

■搬入時間 午前9：00～午後5：00 （昼休み 12：00～13：00を除く）

最終処分場

埋立面積/埋立容量 23,218.1㎡ / 249,995㎥

処分場形式・埋立構造 準好気性埋立構造（サンドイッチ・セル工法）

浸出水処理施設

処理能力 200㎥/日

浸出水調整槽容量 5,880ｔ

処理方式（水処理）

カルシウム処理→生物処理→沈降分離処理→活性炭吸着→
二層ろ過→自動分析装置 〇 放流

×

浸出水調整槽（リターン）

処理方式（汚泥処理） 汚泥貯留＋遠心脱水

放流水 直近の用水路から十石川～夏井川

私たちはリサイクルとして再生不可能な産業廃棄物を最終処分する事業を行っており、
県内では数少ない特別管理産業廃棄物の埋立も処分可能な会社です。

５



６.管理型最終処分場竣工式・竣工祝賀会

6

２０２２年４月９日（土）当社にて管理型最終処分場竣工式・竣工
祝賀会が開催されました。会場設営の前日、式日当日は気温も高く、天気
は良好の中で、施工業者様・関係者・社員総勢24名の小規模な開催で
はありましたが、終始アットホームな雰囲気で執り行うことができました。竣工
祝賀会では、栗原取締役よりスライドショーによる施工経過説明報告があり、
工事完成までの苦労をお伝えする気迫が所要時間内には収まらず、時には
冗談を交え、会場を笑いの渦に巻き込む熱弁にてご説明して頂きました。ま
た、主催者挨拶では、大田社長からは工事が難航した詳しい経緯など、補
足も交えながら関係者の皆様へ感謝を込めた丁寧なお言葉があり、社員に
は改めて今後の指針や志を掲げて操業していく意気込み、ワンチームで頑
張っていく重要性が大切であると最後に締めていただきました。
感謝状贈呈式では、施工業者様が感極まり涙をされた場面もあり、当該工
事の御苦労が窺えました。



環境理念

行動指針

環境の保護・持続可能性を意識し、個人から行動する。
事業所周辺地域の環境を絶えずチェックし、負荷低減を目指す。

地域の美化・緑化を推進し、やすらぎを提供する。
教育・訓練を通じ、環境に対する知識と想いを育てる。

1. 関連する法規、地域条例・協定を順守し、地域社会と共に事業を展開します。

2. 廃棄物の適正処理を推進し、持続可能な循環型社会の形成を目指します。

3. 社有車・重機等の燃料使用量、設備の電力使用料および、CO2排出の削減に

努めます。

4. 地域環境保全活動に積極的に参加し、社会貢献活動を推進します。

5. 水資源の節約、汚水の適正処理及び漏洩防止により、環境の保全に努めます。

6. 廃棄物処理に伴う化学物質使用量を把握し、適正な使用及び管理に努めます。

7. PDCAサイクルに基づき、環境の意識向上に努め、環境経営の継続的改善を行

います。

8. 環境経営方針は、全従業員に周知させると共に社内外に公開します。

制定:2022年9月8日

株式会社 東北エコークリーン
代表取締役 大田 成幸

７.環境経営方針の策定
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「私たちは、事業の社会的責任を強く認識し、最良の
技術とサービスにより、人・地域・地球にやさしい企業を
目指し、常に挑戦し続けます。」

環境経営方針



管轄 許可番号 許可年月日 有効年月日

産業廃棄物処分業許可証

福島県 第00730163306 令和４年３月３０日 令和８年１１月２０日

特別管理産業廃棄物処分業許可証

福島県 第00780163306 令和４年３月３０日 令和９年３月２９日

産業廃棄物収集運搬業許可証

福島県 第00702163306 令和４年６月２０日 令和９年６月１９日

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証

福島県 第00752163306 令和４年６月２０日 令和９年６月１９日
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８.事業の範囲・許可一覧

遮水シート５層構造（検知システム）

①遮光マット t=10mm

②遮水シート t=1.5mm

③保護マット t=10mm

⑤保護マット t=10mm
④遮水シート t=1.5mm

⑥ベントナイトシート t=1.5mm

処分場遮水構造

■産業廃棄物の種類

① 燃え殻 ② 汚泥 ③ 廃プラスチック類 ④ 紙くず ⑤ 木くず
⑥ 繊維くず ⑦ 動物性残さ ⑧ ゴムくず ⑨ 金属くず ⑩ ガラスくず・コン
クリートくず(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）
及び陶磁器くず ⑪ 鉱さい ⑫ がれき類 ⑬ ばいじん ⑭ 施行令第２
条第１３号に掲げる産業廃棄物 （これらのうち石綿含有産業廃棄物、自動
車等破砕物、 水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を含み、
特別管理産業廃棄物であるものを除く。）以上１４品目

■特別管理産業廃棄物の種類 廃石綿等 以上1品目

処分場の全景

事業の区分 最終処分（埋立）



９.車両・重機保有台数と保有資格一覧

車種

４tダンプ １台

４tアームロール １台

乗用車 ５台

重機

0.8バックホウ １台

ホイールローダー １台

フォークリフト １台

保有資格一覧 人数

最終処分場技術管理士 ２名

土木施工管理技士（１級） 1名

監理技術者 1名

主任計量者（一般主任計量者） １名

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 2名

危険物取扱者免状（乙種４類） １名

特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講習 １名

大型特殊自動車免許 1名

大型自動車免許 ２名

車両系建設機械（整地運搬積込掘削用）運転技能講習 2名

フォークリフト運転技能講習 3名

玉掛け技能講習 ２名

クレーン運転業務特別教育 2名

上級救命講習 １名

～私たちは日常において有資格者の適切な管理業務、作業指示を徹底
して、事故・災害を起こさない職場を目指しています。～

9



主な適用法規 適用内容 遵守状況

環境基本法 環境基本法(事業者の責務、国民の責務) 〇

消防法

少量危険物貯蔵・取扱届出書 〇

危険物屋外タンク貯蔵所設置許可申請 〇

危険物保安監督者選任届出 〇

防火対象物使用開始届 および
消防設備等点検・記録の保管・報告

〇

圧縮アセチレンガス等の貯蔵又は
取扱いの開始届出書

〇

クレーン等安全規則
クレーン設置報告書（吊り上げ荷重0.5ｔ以上） 〇

自主検査・点検・点検記録の保管 〇

ダイオキシン類対策特別措置法
廃棄物最終処分場の維持管理 および
設置者による測定と結果報告

〇

毒物及び劇物取締法

毒物又は劇物の取り扱い
（盗難、紛失、漏洩、流出の防止の義務等）

〇

容器、被包、貯蔵所への表示 および
事故の際の応急措置や通報等の義務

〇

電気事業法
保安規程届出 および 遵守 〇

主任技術者の選任 〇

浄化槽法および浄化槽法施行規則 定期検査 および 保守点検 〇

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

処分受託者管理表の写し送付 および 保管 〇

産業廃棄物収集運搬業
許可取得・変更・更新

〇

産業廃棄物処分業
許可取得・変更・更新

〇

産業廃棄物処理基準の遵守 〇

特別管理産業廃棄物収集運搬業
許可取得・変更・更新

〇

特別管理産業廃棄物処分業
許可取得・変更・更新

〇

特別管理産業廃棄物処理基準の遵守 〇

産業廃棄物処理施設の維持管理の実施 〇

産業廃棄物処理施設維持管理状況の公表 〇

計量法 計量機の法定検査等 〇

道路運送車両法 自動車の検査 および 運行基準遵守 〇

福島県生活環境の保全等に関する条例 排水指定施設設置届出 〇

福島県産業廃棄物税条例
排出事業者の処理料金とあわせて
受け取り および 県に納める

〇

産業廃棄物最終処分場公害等及び
放射性物質に関する協定書

※小野町と締結

搬入廃棄物の適正管理および報告 〇

事業場の適正管理および報告 〇

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に
関する法律（フロン排出抑制法）

点検および記録 〇

１０.環境関連法規等の遵守状況

10



１１.環境関連法規の遵守状況及び違反、訴訟の有無

朝礼の様子

緑の活動（年間）

クリーンデー（毎月）
定例会議の様子（毎月）

『～一年中花が咲き誇る場内を目指して全員活動中です～』

『～地域のごみ拾いを中心にきれいな景観の維持に努めています～』

11

『～大きな声で指差し呼称！！～』
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１２.環境経営活動計画目標

基準（BM)

単位 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

不要時間の照明消灯の徹底 160,320 158,717 157,114 155,510

冷暖房の適切な温度管理 99% 98% 97%

エコドライブの更なる徹底で削減を図る 41,560 41,144 40,729 40,313

効率的（燃費）な運転方法を心掛ける 99% 98% 97%

車両の定期的なメンテナンスの徹底

二酸化炭素排出量の実績確認 180,491 178,686 176,881 175,076

99% 98% 97%

浸出水の負荷に合わせた設備運転を行う 9,516 9,421 9,326 9,231

99% 98% 97%

裏面をコピー用紙に再利用する 600 594 588 582

分別の徹底、リサイクルに出す 99% 98% 97%

苛性ソーダ ｍ3

メタノール ｍ3

ポリ硫酸第二鉄 ｍ3

硫酸 ｍ3

炭酸ソーダ ｋｇ

リン酸 L

消泡剤 L

高分子凝集剤 袋

脱水助剤 袋

ボイラー薬品 L

月一回のクリーンデーを開催する 〇 〇 〇 〇

12.68 12.81 12.93 13.06

101% 102% 103%

目　標

環
境
方
針

環境目標 課題(何を） 具体的方法（どのように）

2022年度の実績を基準（BM)として環境目標

軽油使用量の削減
L

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二酸化炭素排出量
の削減

購入電力の削減
kWh

節
水
活
動

総排水量の削減 排水量
m3

二酸化炭素排出量（購入
電力＋軽油）の削減

kg-CO2

廃
化
学
物
質
の
適
正
管
理

化学物質消費量の
記録

化学物質 データの記録

廃
棄
物
の
削
減

廃棄物排出量
廃棄物排出量

（ごみ）

ｋｇ

環境に優しい活動
環境ラリーの平均点を把握し、昨年度より
高い数値を目指す

点

環
境
に
優
し
い
活
動

清掃・地域貢献の促進
〇
or
×

※ 二酸化炭素総排出量：電気「排出係数は東北電力のR2年度実績値
0.457kg-co2/kwh」・軽油・ガソリン・灯油・LPGの合計（ｴﾈﾙｷﾞｰ）

2022年4月～2023年3月までの総排出量：153,604.36 kg-CO2
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１３.環境経営活動計画実績・取組結果の評価

2022年度 2022年度

160,320 158,717

99%

100%

41,560 41,144

99%

67%

180,491 178,686

99%

80%

9,516 9,421

99%

43%

600 594

99%

69%

苛性ソーダ ｍ3 0.0

メタノール ｍ3 0.0

ポリ硫酸第二鉄 ｍ3 0.0

硫酸 ｍ3 0.0

炭酸ソーダ ｋｇ 0.0

リン酸 L 0.0

消泡剤 L 0.0

高分子凝集剤 袋 0.0

脱水助剤 袋 0.0

ボイラー薬品 L 0.0

〇 〇 〇

毎月実施

12.68 12.81

101%

100%

継続

継続

継続

継続

継続

次年度
計画

水処理設備での薬品使用はなかった。引
き続き使用量の記録をおこなう。

確実に毎月実施することができている。

普段の生活から環境を意識して活動する
ことで点数を維持することができた。

継続

継続

継続

取組結果の評価

消費電力の大きい水処理設備を不必要
時は停止することで消費電力を維持する
ことができた。

重機オペレーターのスキルアップにより、
作業が効率化され、重機運転時間が短く
なったことで目標を達成できた。

重機運転時間が短くなったことで軽油の
使用量が削減され、二酸化炭素排出量を
減少させることができた。

冬季に配管の凍結対策のため設備を停
止したことで総排水量を削減することがで
きた。

紙の使用量削減により目標の達成ができ
た。

2,378

410

基準（BM) 目　標
年度
評価

環境目標 課題(何を）

軽油使用量の削減

単位 年度実績

158,712

27,680.37

143,283.63
〇

〇

L
〇

kWh

総排水量の削減 排水量
m3

二酸化炭素排出量
（購入電力＋軽油）
の削減

kg-CO2

二酸化炭素排出
量の削減

購入電力の削減

〇

〇

廃棄物排出量
廃棄物排出量

（ごみ）

ｋｇ
〇

清掃・地域貢献の促進
〇
or
×

化学物質消費量
の記録

データの記録

環境に優しい活動（環境ラリー） 点 〇
12.79

〇

※ 二酸化炭素総排出量：電気・軽油・ガソリン・灯油・LPGの合計（ｴﾈﾙｷﾞｰ）
2022年4月～2023年3月までの総排出量：153,604.36 kg-CO2
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１４.次年度環境経営活動目標

基準（BM)

単位 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

不要時間の照明消灯の徹底 160,320 158,717 157,114 155,510

冷暖房の適切な温度管理 99% 98% 97%

エコドライブの更なる徹底で削減を図る 41,560 41,144 40,729 40,313

効率的（燃費）な運転方法を心掛ける 99% 98% 97%

車両の定期的なメンテナンスの徹底

二酸化炭素排出量の実績確認 180,491 178,686 176,881 175,076

99% 98% 97%

浸出水の負荷に合わせた設備運転を行う 9,516 9,421 9,326 9,231

99% 98% 97%

裏面をコピー用紙に再利用する 600 594 588 582

分別の徹底、リサイクルに出す 99% 98% 97%

苛性ソーダ ｍ3

メタノール ｍ3

ポリ硫酸第二鉄 ｍ3

硫酸 ｍ3

炭酸ソーダ ｋｇ

リン酸 L

消泡剤 L

高分子凝集剤 袋

脱水助剤 袋

ボイラー薬品 L

月一回のクリーンデーを開催する 〇 〇 〇 〇

12.68 12.81 12.93 13.06

101% 102% 103%

廃
化
学
物
質
の
適
正
管
理

化学物質消費量
の記録

化学物質 データの記録

環
境
に
優
し
い
活
動

清掃・地域貢献の促進
〇
or
×

環境に優しい活動
環境ラリーの平均点を把握し、昨年度より
高い数値を目指す

点

節
水
活
動

総排水量の削減 排水量
m3

廃
棄
物
の
削
減

廃棄物排出量
廃棄物排出量

（ごみ）

ｋｇ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二酸化炭素排出
量の削減

購入電力の削減
kWh

軽油使用量の削減
L

二酸化炭素排出量（購
入電力＋軽油）の削減

kg-
CO2

環
境
方
針

環境目標 課題(何を） 具体的方法（どのように）

2022年度の実績を基準（BM)として環境目標

目　標

※ 二酸化炭素総排出量：電気・軽油・ガソリン・灯油・LPGの合計（ｴﾈﾙｷﾞｰ）
2022年4月～2023年3月までの総排出量：153,604.36 kg-CO2
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15. わたしたちの削減取組事例をご紹介します。

光熱費の削減

事務所内の電気器具はLED照明を使用していま
す。休憩時間は勿論のこと、クリーンデーや会議中
など事務所内が無人になるときは消灯を徹底して
おり、こまめにスイッチOFF！！

光熱費の削減

冬期間（11月～4月）に石油ストーブを事務所
内で使用していますが、設定温度を低めにし、ハイ
パワーで急速に温めることをしない事を徹底してい
ます。エアコンと併用することで、一定室温になった
場合、または一定時間が経過したときはどちらかを
OFFにしています！！

光熱費の削減

手洗い場の水道水を流しっぱなしで手洗いをしな
いようにしています。

給湯室のシンクに直接生ごみ・汁等は捨てずに紙
等（古紙類）に包んでひと手間をかけた廃棄を
心掛けています！！

燃料費の削減

効率的（燃費）な運転方法を心掛けています。
車両の定期的なメンテナンスの徹底も行います。
社有車は用途によって使い分けており、外出者は
ハイブリット型コンパクトカーの使用を励行していま
す。ふんわりアクセル、速度超過にならない様に無
駄なガソリンの消費を押さえるエコドライブを推奨し
ています！！

光熱費の削減

事務所内のエアコンは温度調節をしっかり管理し
ており、朝礼や清掃時の15分程度でもスイッチを
切って、無駄な暖房や冷房を使わない時間を増
やしています！！

消耗品費の削減

コピー用紙やトナーカートリッジなどの消耗品をでき
るだけ削減するために（無駄な印刷はしない様）
・白黒印刷の推奨
・両面印刷の徹底
・ペーパーレス（PDF化）を推奨しています！！



１６.環境コミュニケーション記録

実施日 件名 記録番号

2022/4/9 竣工式 22 - 001

2022/4/24 東北エコークリーン施設見学会 地域住民説明会 22 - 002

2022/4/27 視察：県中地方振興局 22 - 003

2022/5/19 行政対応（小野町） 22 - 004

2022/5/26 行政対応（小野町） 22 - 005

2022/6/9 行政対応（県中地方振興局） 22 - 006

2022/6/10 行政対応（小野町） 22 - 007

2022/6/25 猪苗代湖湖畔清掃活動ボランティア 22 - 008

2022/7/11 搬入再開・視察（県中地方振興局） 22 - 009

2022/8/18 行政対応（県中地方振興局） 22 - 010

2022/8/25 行政対応（県中地方振興局） 22 - 011

2022/10/26 猪苗代湖湖畔清掃活動ボランティア 22 - 012

2022/11/10 行政対応（小野町） 22 - 013

2022/11/18 行政対応（県中地方振興局） 22 - 014

2022/12/23 行政対応（県中地方振興局） 22 - 015

2023/3/24 三者協議 22 - 016

地域住民説明会・施設見学会

搬入再開

行政視察対応

県中地方振興局視察

猪苗代湖湖畔清掃・ヨシ狩り（10月）

猪苗代湖湖畔清掃・ゴミ拾い（6月）

『地域の皆様からたくさんのご意見を頂きました』

地域住民説明会・施設見学会

『線量の測定も毎回行います。』

16



１７.その他の活動・取組（1）
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地震避難訓練

臭気パトロール

～自然災害・地震を想定しながら、安全・迅速な行動が出来る様、
それぞれが役割をもって取り組んでいます。～

～週１回以上、①～⑤のポイントを対象として臭気の確認作業を
行っています～

①

②

③

④

⑤



年間教育訓練計画を実施しています。

１７.その他の活動・取組（2）

環境教育 定期再教育（安全） 特別教育（安全）

安全衛生協議会

場 内 整 備

安全パトロール

教育区分

部署名 受講者 教育項目
2022年 2023年

職能 資格 環境 安全
緊急
訓練

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

○ 全員 全員 地震発生時対応手順
予定 〇

実績 3/30

○ 全員 全員 安全再教育
予定 〇

実績 1/7

○ 全員 全員 環境教育
予定 ○ ○ ○

実績 1/7 - -

○ 全員 全員 環境経営方針の周知
予定 ○

実績 11/16

○ 現場 現場 ハーネスの特別教育
予定 ○

実績 12/17

○ 全員 全員 環境ラリーの導入教育
予定 〇

実績 9/21

○ 現場 現場 安全衛生協議会
予定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績 7/28 8/20 9/27 10/24 11/24 12/27 1/27 2/28 3/30

日常点検・指差呼称

18



１７.その他の活動・取組（3）
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大栄環境グループは、SDGsについて誠
意ある取り決めを行い実行していくという
意味を込め、2018年に「SDGs 私たち
の約束」を制定しました。私たちの業務
が持続可能な社会の実現と一体である
ことに誇りと責任を持ち、これからも
SDGsの達成を目指します。

「SDGs 私たちの約束」

です。
大栄環境グループ内において同一書式を使用し、毎月決められた
環境に関するテーマに沿って、個人の取組意識と行動を高めるため
に点数で表しています。

部署名：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）／氏名：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

項目 備考 点数 氏名 氏名 氏名 氏名 氏名 氏名 氏名 氏名 氏名 氏名

環境川柳の提出 　提出首数に関わらず 1点

1
支援に繋がる寄付・募金を行う

～できることから始めよう～
点数、金額、回数に関わらず 1点 1 1 1 1

2 食品ロスの撲滅　エシカル消費の促進
①消費期限の近づいた値引き商品を購入 or　　　②「認証マーク」付や

「エシカル商品」の購入
1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 感染症対策を公私問わず徹底している
職場・自宅での手洗いやうがい、　　　　　　　　　外出時マスク、ソーシャル

ディスタンス等
1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

毎月出されるクイズに回答 1 1 1 1 1 1 1 1 1

答え
B B B A B A B B A

5 ジェンダー平等を自分事に ジェンダー記事を探し、紹介・伝達（公私問わず） 1点 1 1 1 1

6 海や川を汚さない
汚れた水(液体)を流さない

回数に関わらず
1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

～好きなことをして過ごそう～ 1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

日付 日付 7.14.28 7.14.28. 7　.　21 7.14.21.28 7.14.28 7.14.28. 18/ 14/ 7/ 14/

9
大栄環境Gr．で働くことが「GOAL 9」に
繋がっている認識をする（全員　１点）

私の業務内容は
【氏名：みんなに笑顔をふりまく事業所運営・管理業務】
【氏名：地元調整・行政対応・事業所内管理             】
【氏名：水処理施設の運転・管理、安全関係          　】
【氏名：受入業務、各書類作成、経理関係　           　】
【氏名：総務・人事業務、営業事務、電話対応        　】
【氏名：計量業務、緑の活動 　         　　　　　　　　　　】
【氏名：受入れ堀戻し作業 　                      　　　　　】
【氏名：受入れ作業です　　               　　　　　　 　　　】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。

1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1

清掃イベント等に参加（回数に関わらず） 1点 1 1 1 1 1 1

地域の農産物などを購入（自家製含む） 1点 1 1 1 1 1 1 1 1

12
プラスチック製品を断る　または

詰め替え用品の使用
回数に関わらず 1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

13 みどりの活動への参加（花壇の手入れ） 回数に関わらず 1点 1 1 1 1

11 13 13 14 13 12 9 11 11 14

14
節電する。
こまめな電源OFF、省エネ商品を選ぶ

回数に関わらず 1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

15
ペーパーレスを意識する。
印刷費用の削減、確認してからの印刷

回数に関わらず 1点 1 1 1 1 1 1 1 1 1

13 15 15 16 15 13 11 13 13 16全項目　合計点数記入欄（№1～№15までの合計点）

10
回収物（ペットボトルキャップおよびアルミ缶）

の提出
ペットボトルキャップ（1個以上）

アルミ缶（1個以上）

11

8
ノー残業デー終業より15分以内に退社（複数

でも１点/月）

1 1 1

グループ統一項目　合計得点記入欄（№1～№13までの合計点）

公共交通機関の利用、自転車、徒歩等

地域貢献

1 11点 1 1

環境ラリー　2023　3月分　

4
環境クイズに答える
（環境レターに掲載）

1点

7 公私問わず、「脱化石燃料車」の習慣化

グループ統一項目

最低点

7点→8点
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１７.その他の活動・取組（４）

ふくしま応援隊として活動しています

「ひとつひとつ実現するふくしま」

県内外の法人や個人が様々な分野
から福島県をそれぞれの形で応援をし
ていく活動になります。

私たちは田村郡小野町を拠点として、
企業として出来ることから参加登録し、
福島県ってどんなとこ？など環境に関
わることを県内外のお客様などにア
ピールをする活動をしています。



１８.代表者による全体評価と見直し

21

令和５年 5月 １日

株式会社 東北エコークリーン

代表取締役 大田 成幸

代表者コメント

◎評価

◆環境経営活動目標の達成状況・・・すべての目標に対して達成した。

◆環境経営活動計画の実施状況・・・昨年の事業活動がフルでは無いため、まだまだこれか
らデータ等の蓄積を行い、精査していかなければならない面が多いが、しっかりと計画を立て
行っていく。
環境に対しての意識をしっかりと芽生えさせ、削減していく気持ちを継続できるように、社員
全員で意識して取り組む。

◎見直し

■環境経営方針・・・内容に変更無く、次年度も周知徹底する。

■環境経営活動目標・・・内容に変更無く、PDCAを活用し、社員全員で継続する。

■環境経営活動計画・・・内容に変更無く、引き続き継続し、更に追及していく。
必要があった場合は、検討し取組を追加する。

～全体的な見直し・その他～
全体からは見直しはありません。



ひとつ、ひとつ、実現するふくしま

震災から10年を機に、
福島県は、「ふくしまから はじめよう。」からの
バトンを渡す、新スローガンを策定しました。

「はじめる」から、「かなえる」へ。
ひとりひとりの力を重ね、それぞれの思いを繋ぎ、

ともに、ひとつずつ、しっかりと、
カタチにし続けていこうと。

スローガンロゴ
デザインフラッグ

「アイランド」

引用：福島県公式ホームページ

福島県スローガン「ひとつ、ひとつ、実現するふくしま」
-福島県ホームページ (fukushima.lg.jp)

https://jitsugensuru-fukushima.jp/

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01010d/jitsugensuru-fukushima.html


小野町公式キャラクター

“小桜ちゃん（こざくら）”

• 小野小町をモチーフとし、知的でかわいらしい「平安美人を
イメージ。

• 小野小町の歌にある「花（桜）」と「千本桜」を掛け合わせて
「桜」もモチーフにしている。

引用：小野町公式ホームページ

福島県小野町公式ウェブサイト (town.ono.fukushima.jp)

https://www.town.ono.fukushima.jp/

